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【大会概要】

１，と き

平成２９年６月１０日(土)～１１日(日)

２，と こ ろ

ホテル金沢 T.(076)223-1111

〒920-0849 石川県金沢市堀川新町１－１

３，主 催

社会福祉法人全国重症心身障害児(者)を守る会

全国重症心身障害児（者）を守る会

石川県重症心身障害児（者）を守る会

４，大会次第

［第１日目] ６月１０日（土）

受 付 １２：００～１３：００

行 政 説 明 １３：００～１４：００

(厚生労働省障害保健福祉部）

分 科 会 １４：２０～１７：００

《第１分科会》 国立施設部会

「重症心身障害児者の入所支援の在り方」

～年齢・状態に応じた支援～

《第２分科会》 重症児施設部会

「重症心身障害児者の入所支援の在り方」

～年齢・状態に応じた支援～

《第３分科会》 在宅部会

「地域における支援体制の確立」

～ライフステージに応じた

切れ目のない支援～

《第４分科会》 母親部会

「活動をさらに前身させるために」

懇 親 会 １８：００～２０：００

［第２日目] ６月１１日（日）

みんなで語ろう ９：００～１０：００

式 典 １０：３０～１２：００

●申し込み先：「支える会」事務局

●問い合わせ先：

社会福祉法人

全国重症心身障害児(者)を守る会 事務局

TEL(03)3413-6781～3 FAX(03)3413-6919

第５４回 重症心身障害児(者)を守る全国大会

金沢市にて開催
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～重症児者の暮らしの質を考える～

早川福祉会館



平成２８年度 支える会セミナー

平成２９年３月１４日（火） 早川福祉会館

〜 障害者総合支援法の見直し等を通じて 〜

「障がい児者をとりまく制度について」

関西福祉科学大学 社会福祉学部 社会福祉学科

立花 直樹氏

既に納入がお済みの方にはあしからずお許し

を賜りますようお願い申し上げます。

平素より、本会の活動に御理解と御尽力を賜り誠

に有難うございます。

さて、本会の平成２９年度会費の納入時期が参り

ましたので、同封の振込用紙にて納入賜りますよう

お願い申し上げます。今後も重症心身障害福祉の為

に全力を尽くしますので皆様の更なるご支援を賜り

ますよう心よりお願いします。

○ 医療型短期入所整備促進事業（補助金）を利用できる病院 （平成29年4月1日現在）

病 院 名 所 在 地 対象年齢 問い合わせ窓口

淀川キリスト教病院 大阪市東淀川区柴島１－７－５０ 18歳未満 医療社会事業課 Ｔ:0120-364-489

ほうせんか病院 茨木市西福井２－９－３６ 18歳以上 地域連携センター Ｔ:072-641-7088

寝屋川南病院 寝屋川市高柳１－１－１７ 18歳以上 医事課 Ｔ:072-827-1001

呼吸器・アレルギーセンター

大阪はびきの医療センター
羽曳野市はびきの３－７－１ 15歳以下 地域医療連携室 Ｔ:072-957-2121

阪南中央病院 松原市南新町３－３－２８ 15歳未満 医療連携課 Ｔ:072-333-2100

阪南市民病院 阪南市下出１７ 18歳以上 医療福祉相談室 Ｔ:072-471-3321

≪在宅で医療的ケアが必要な重症心身障がい児者と介護されているみなさまへ≫

大阪府医療型短期入所整備促進事業に係る情報
（病院での短期入所）

大阪府は、在宅で生活されている医療的ケアが必要な重症心身障がい児者の方が、

身近な医療機関において医療型短期入所（ショートステイ）を利用できるよう、

一定の要件を満たす方（※1）を短期入所で受け入れた医療機関に対し、平成２６年

度から補助金を交付する「医療型短期入所整備促進事業」を実施しています。

（※1）大阪府内（政令市を除く）在住の在宅の障がい児者の方で、運動機能が座位までであり、

かつ、判定スコア（医療機関が判定します）が１０点以上の方。

≪留意事項≫

○利用にあたっては、医療機関と事前に利用契約を締結する必要があります。

また、短期入所の利用の都度、予約が必要です。

○ベッドの空きがないときや、利用者の状態によってはご希望の医療機関での短期入所の利用がで

きない場合があります。

○条件等については、各医療機関の重要事項説明書や契約書等を十分確認してください。

≪お問い合わせ窓口≫

○支給決定について： お住まいの市町村の障がい福祉担当課

○利用や具体的な手続きについて： 各実施病院のお問い合わせ窓口

○医療型短期入所整備促進事業について

大阪府福祉部障がい福祉室 地域生活支援課 電話：06－6941－0351（内線2452）

≪医療型短期入所について≫

● 医療型短期入所とは

自宅で介護する人が病気等の場合に、１泊２日～１週間程度の期間、施設に入所して、入浴、

排せつ、食事の介護等の支援を行うものです。介護者の病気のほか、冠婚葬祭・きょうだいの

行事参加・旅行・休養等の理由でも利用できます。

● 利用できる方

○（１８歳以上の方）① 又は ② に該当する方

①区分６に該当し、気管切開を伴う人工呼吸器による呼吸管理を行っている方

②区分５以上に該当し、進行性筋萎縮症に罹患している方若しくは区分５以上に該当する

重症心身障がい者

○（障がい児）重症心身障がい児

※利用するためには、お住まいの市町村等から障がい福祉サービス受給者証が交付され、

「短期入所」の支給決定を受けることが必要です。

● 利用にかかる主な費用

○障がい福祉サービスの利用者負担額（受給者証に記載の上限まで）

○食費、光熱水費、事前に外来受診等が必要な場合その医療費 等

＊大阪府の周知

案内より抜粋

しています



「重症児施設のこれから」と題し、福祉新聞に連載された

旭川荘 末光理事長の記事を紹介いたします。

「重症児施設のこれから」

命と暮らし守る 在り方、再構築のとき

「重症心身障害児」とは、重度の知的障害と肢体不自由を併せ

持ち、常時医療が必要な児童を指します。ほとんど寝たままで、

自力では起きられない状態の人が多く、寝がえりも困難です。

食事や排泄など日常生活のほとんどが全介助であるため、医療、

リハビリテーション、介護が欠かせません。

そうした児童を受け入れる重症心身障害児施設（重症児施設）

が、児童福祉法改正により世界で初めて法に認められる専門の医

療・福祉施設としてスタートしたのは１９６７年。今年は誕生か

ら５０年になります。

その頃は重症児者の命と家族の暮らしを守るため、全員を重症

児施設で受け入れることが国の政策目標で、専門家や家族の願い

でもありました。受け皿目標は１万７０００床。社会福祉法人と

公立の重症児施設が新設され、その後、国立療養所の転換などで年々整備が進められました。

その一方で、１９８３年からの「国連・障害者の１０年」を契機に、長期入所施設への風向きは大きく変わりま

した。国の施策も「脱施設化・地域移行」へとかじが切られ、重症児施設の存在そのものが問い直されたことで、

関係者も大きな混乱にさらされた時期があります。

しかし現在、全国に公立と法人立の重症児施設は１２８カ所、１万２７８０床で、ほぼ満床状態にあります。

この１０年間でも１６４９床増床しており、大都市圏では多くの人が入所待機中です。

いわゆる民間の重症児施設は、新規施設の建設が１６カ所（９８８床）あり、既存施設でも３４カ所（６８７床）

増床しています。一方、減床しているのは５カ所（２６床）です。

国立病院機構の重症児者病棟については、一時期は８０カ所（８０８０床）ありましたが、７４カ所（７４８８

床）にまで縮小したこともあります。その後、再び増床に転じ、現在８１５７床に上ります。

増床に転じた理由は、寿命の延長に伴い成人に達した重症心身障害者が急増したことと、人工呼吸器や経管栄養

などが常に必要な「医療的ケア児」の受け入れなど、新たなニードへの対応が求められたためです。そのため、入

所ベッドの縮小は、知的障害や肢体・身体障害の施設と同じようには進みませんでした。

一方、年少児を中心に在宅生活を望む声も高まり、地域包括ケアの方向の中で、重症児者に対する支援の在り方

も再構築されようとしています。

増える短期入所 受け入れるほど赤字

現在、全国の重症心身障害児は推計４万人余りと、５０年前の約２・５倍に増えています。入所者のうち「大島

の分類１〜４」に該当する「狭義の重症児者」は、１万５０００人程度です。したがって、入所の約２倍近い、少な

くとも２万６０００人が在宅で暮らしていることになります。

実は、公法人立の重症児施設は、在宅の重症児者支援に１９７０年代前半から、一貫して努力してきました。

社会福祉法人旭川荘が運営する重症児施設「旭川児童院」では、７１年に「心身障害児（者）巡回療育相談事業」

を全国に先駆けて始めました。児童相談所のケースワーカーと共に、旭川児童院の医師や保育士などが一軒一軒、

自宅を訪問し、在宅で暮らすための助言を行うものです。

７７年から「緊急一時保護入院」（のちの短期入所）を、８９年から「重症児通園モデル事業」を全国５カ所の

一つとして手がけており、のちに制度化されました。

このうち「短期入所」は、全国的に見て大幅に利用が増え、公法人立だけでも年間１２万日を超えています。

しかし、短期入所専用ベッドの不足と、特に呼吸管理などが必要な「超重症児」「準超重症児」といわれる一群

の子や緊急入所への対応面での困難が、新たに顕在化しています。

旭川児童院を例に挙げると、年１５００件、延べ４０００日に上ります。日々の入退所は急性病院に似ています。

岡山県では一般病院や老人保健施設が医療型短期入所事業所の指定を受けており、より身近なところでの短期入所

の利用が拡大されているのです。

次の頁につづく

しかし、「超重症児」「準超重症児」と言われる人の受け入れは、ほかの機関では難しく、重症児施設の役割で

はないかと思います。短期入所利用の理由では近年、母親の仕事のための利用が多くなっています。

短期入所は元々、家族の都合を優先し、本人も病状が安定した状態を前提条件にしてきましたが、現実はそうで

ありません。

医療ニードが顕著なケースや、病状が急変し各種の医療処置などが必要な場面が、日常茶飯事になりました。

ところが、本来の短期入所ではそんな事態を予想していなかったため、診療報酬面での制約があり、受け入れれ

ば受け入れるほど、赤字を余儀なくされる問題が起きています。２０１６年の診療報酬の改定で、一定の医療処置

等について、診療報酬が算定されることとなりましたが、十分ではありません。

このほか旭川荘では、従来の重症児者のための入所と外来に加え、１３床に上る「Ｐｏｓｔ ＮＩＣＵ」や在宅

ケアの訓練をする親子病床、在宅者のための入院病床、そして「医療対応の短期入所」などを進めています。

「Ｐｏｓｔ ＮＩＣＵ」についても課題に直面しています。それは１日１人１０万円に上る「ＮＩＣＵ」の診療

報酬に比べて、半分以下であるということです。このため、経済的理由から、人的対応の整備が難しいのです。

近年は知的障害者施設からの入所も増えつつあります。障害者の高齢化が進む中、医療ニードが高いケースの受

け皿としての役割は、今後大きくなるはずです。

地域包括ケア築き 在宅の子にも支援を

今、高齢化に伴う介護と医療を取り巻く課題を、国全体としてなんとか乗り越えていくため、厚生労働省は、

「地域包括ケアシステム」の構築を進めています。重症児者にとっての地域包括ケアシステムは、どうあるべきな

のでしょうか。

地域で重症児者が安心して暮らすための３本柱は ①短期入所事業 ②重症児者通所事業 ③在宅訪問看護・リ

ハビリ・介護事業――が挙げられます。これに加え、相談支援事業と重症児者グループホーム（ＧＨ）への取り組

みも、始まりつつあります。

ただ、本人の意思確認ができる重症児者をＧＨに移行する取り組みについては、重症児者施設から離れた単独の

ＧＨだと、緊急時の対応面での不安が強いため、なかなか普及しません。

精神科のＧＨについては、病院の敷地内でのＧＨを２０２４年度まで認める特例措置が講じられていることから、

重症児者にも特例を適用するよう要望しているところです。私は条件が整えば約４０００人が移行可能だと推計し

ています。

また、国は都道府県・政令市レベルで「重症児者支援センター」を設置し、そのバックアップのもとで、重症児

者コーディネーターによる地域特性に応じたシステムづくりを推進したい考えです。

市町村で活躍する人材としては、重症児者に関する専門的な研修を修了した「重症児者支援員」を養成します。

また、市町村レベルでは地域ネットワークづくりのための「重症児者コーディネーター」の養成を急いでいます。

国の要請を受け、私は１５年度に１年間かけて、コーディネーター養成のカリキュラムとテキスト作成に取り組

みました。この養成事業は、１６年度から各自治体レベルで、国の助成のもと、実施されることになりました。

このほか、この２～３年で浮上した新しい課題として、「医療的ケア児」があります。ＮＨＫの報道によると、

全国に１万７０００人いるとのことです。

本来の重症児は医療的ケアが必要です。ところが、同じように医療的ケアが必要なのに、知的障害がないか、あっ

てもごく軽度の子どもや、気管切開やチューブ栄養なのに歩行可能な子どもは、重症心身障害の定義に該当しない

ため、法の谷間に取り残されているのです。

この問題については、１５年の野田聖子・衆議院議員を座長とする「ワーキングチーム」が関係団体をヒアリン

グし、さっそく１６年の制度見直しの対象に「医療的ケア児」が加わることになりました。

長期入所とともに短期入所の受け入れも可能なように、行政上の仕組みに並行して施設サイドの積極的な体制整

備が必要です。

さらに在宅でがんばっている「医療的ケア児」に対する訪問看護やリハビリ面での支援、日々通っている保育所

や学校への訪問指導などにも、前向きに取り組むべきだと考えます。

重症児施設が積極的な役割を果たすよう、関係者の前向きな対応が必要です。

社会福祉法人 旭川荘 末光 茂 理事長

【略歴】１９４２年生まれ。岡山大学医学部卒業。土佐希望の家園長、旭川児

童院院長、川崎医療福祉大学教授などを経て、２００７年から現職。

前のページの続き



「 医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム Ⅳ 」
～ 医療的ケアが必要な方の在宅支援システムの構築のために ～

平成２９年６月１１日（日）１０：００～１６：３０（9：00～受 付）

■会 場 グランフロント大阪 タワーＣ：北館８階

■主 催 医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム実行委員会

■後 援 大阪府、大阪市、大阪府医師会、大阪府肢体不自由児者父母の会連合会、

大阪府重症心身障害児・者を支える会

■参加費 無 料（定員150名） ※一般社団法人 大阪薬業クラブの助成を受けて実施しています。

■内 容 第１部 基調講演 １０：００～１１：３０

「スウェーデンにおける地域医療サポートについて」

第２部 講 演 １１：３０～１２：００

「大阪府地域ケアシステム整備事業の展開」

パネルディスカッション １３：００～１６：００（質疑 16：00～16：30）

テーマ 「地域ケアシステムの構築のために」

～ 暮らしを支える医療と命を守れる福祉 ～

■申し込み・問い合せ先 大阪府重症心身障害児･者を支える会内 実行委員会

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5丁目15－28 育徳コミュニティーセンター２F

TEL.06-6624-2555／FAX.06-6624-2556／メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

支える会ＨＰより詳細案内・申込書をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます（http://www.sasaeru.or.jp）

＊申 込 必要事項（①～⑤）を記入の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込み下さい

①件名（医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム ステージⅣ 参加申込書）、②氏名・フリガナ、

③〒・住所、④電話・ＦＡＸ連絡先、⑤所属など

情報

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●対象 概ね 18 歳以上の「障害児者のきょうだい」、親、テーマに関心がある人 

●定員 60 名程度（申し込み順）  ●参加費 1,000 円 

●申込 《※下記必要事項》を記入の上、FAX 06-6745-5208 または、 

     メール kyoto.kyodai@gmail.com 宛にお申し込み下さい。 

●締切 ６/25（日）。受け付け次第、《受講案内》を送ります。 

★問合 きょうだいセミナー実行委員会事務局（090-2384-9368）まで 

※《必要事項》 

①件名（第２回 障害児者のきょうだいセミナー 2017.7.2 参加申込書）、 ②名前と

フリガナ、 ③性別、 ④年齢、 ⑤連絡先（〒、住所）、 ⑥電話・FAX、 ⑦立場

（兄・弟・姉・妹・親・その他『  』）、 ⑧参加分散会（第１、第２、第３希望）、 

⑨アフタートーク《交流会》（参加・不参加） 

【アフタートーク】 

～会場近くの居酒屋での交流会～ 

★時間：17:45～19:45 

★会場の都合で、事前申込制 

★参加費：2,500 円(当日受付時に 

徴収。コース料理＋２時間飲み放題) 

 ＊ソフトドリンクもあります。 

 

●日時 ２０１７年７月２日（日）１３：００～１７：００ 

●会場 国労大阪会館（３階・会議室(大)） 

＊住所＝大阪市北区錦町２－２ ＊交通＝ＪＲ環状線「天満」駅下車、線路沿いに東へ徒歩３分 

【第一部】講演会 

「障害児者のきょうだいが持つ体験や思い」 

講師：松本理沙さん 

（同志社大学社会学部社会福祉学科実習助手、専門は障害者

の家族支援、特にきょうだい支援に力を入れており、「京都

きょうだい会」や「しろくま会」(２０～３０歳代のきょうだい会)、

「京都府自閉症協会なかよし会」(自閉症児のきょうだい会)の

運営業務に携わる。また、大学のゲスト講義や、特別支援学

校の PTA、障害児の親の会が主催する勉強会等の講師も引

き受けている） 

【主催】 第２回 障害児者のきょうだいセミナー 実行委員会 

      ＊京都きょうだい会 ＊神戸きょうだい会 ＊伊丹きょうだい会 ＊いちばん星・きょうだいの会＜キラリ＞  

＊KG きょうだい会～フレーレ・ねっと～ ＊大阪きょうだいの会 

【協力】 全国きょうだいの会／大阪府重症心身障害児・者を支える会／大阪手をつなぐ育成会 

 

【第二部】分散会「みんなで語ろう」 

分散会 テーマ 

１ きょうだい会のつくり方 

２ 親からの想い 

３ 成年後見・福祉制度 

４ 支援者からの想い 

５ 20 代～30 代のきょうだいの想い 

６ 親との向き合い方 

７ 親亡き後の生活の場 

８ 自由に語ろう 

 

第 2 回 障害児者のきょうだいセミナー 

～障害児者のきょうだいが持つ体験や思い～ 

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 山村 寿子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。


